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(57)【要約】
【課題】シートを処理する機械において組合わせ型のフ
ロントカバーゲージを高さ調節する装置であって、フロ
ントカバーゲージ駆動軸と該フロントカバーゲージ駆動
軸に対して平行に配置されたフロントカバーゲージ支持
体軸とを備え、フロントカバーゲージは、まとめてフロ
ントカバーゲージ支持体軸に旋回可能に支承されている
ものを改良して、駆動軸がフレーム固定式に支承された
ものを提供する。
【解決手段】フロントカバーゲージ支持体軸３５；５０
は、フレーム固定式に支承されたフロントカバーゲージ
駆動軸３７に対して位置変化可能に配置されており、フ
ロントカバーゲージ支持体軸は、フロントカバーゲージ
駆動軸と接続されたアーム３６に支承されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートを処理する機械において組合わせ型のフロントカバーゲージを高さ調節する装置
であって、
　フロントカバーゲージ駆動軸と該フロントカバーゲージ駆動軸に対して平行に配置され
たフロントカバーゲージ支持体軸とを備え、フロントカバーゲージは、まとめてフロント
カバーゲージ支持体軸に旋回可能に支承されているものにおいて、
　フロントカバーゲージ支持体軸（３５；５０）は、フレーム固定式に支承されたフロン
トカバーゲージ駆動軸（３７）に対して位置変化可能に配置されており、フロントカバー
ゲージ支持体軸（３５；５０）は、フロントカバーゲージ駆動軸（３７）と結合されたア
ーム（３６）に支承されていることを特徴とする、フロントカバーゲージを高さ調節する
装置。
【請求項２】
　フロントカバーゲージ支持体軸（３５）は、２腕式のアーム（５１）によって、フロン
トカバーゲージ駆動軸（３７）と結合された前記アーム（３６）に支承されていて、かつ
位置変化可能なストッパ（５４）に弾性的に押圧可能に配置されている、請求項１記載の
装置。
【請求項３】
　ストッパ（５４）は、偏心的に旋回可能に支承されている、請求項２記載の装置。
【請求項４】
　フロントカバーゲージ支持体軸（３５）は、偏心軸である、請求項１記載の装置。
【請求項５】
　偏心軸（３５）は、歯車駆動装置（４３，４４）によって旋回可能に配置されている、
請求項４記載の装置。
【請求項６】
　歯車駆動装置（４３，４４）に対応して、切換可能なクラッチ（４７）および調節モー
タ（４８）が配置されている、請求項５記載の装置。
【請求項７】
　アーム（３６）は、スライドジョイント（４９）を備えており、該スライドジョイント
（４９）は、駆動軸（３７）とフロントカバーゲージ支持体軸（５０）との間に配置され
ている、請求項１記載の装置。
【請求項８】
　シートを処理する機械において組合わせ型のフロントカバーゲージを高さ調節する装置
であって、
　フロントカバーゲージ駆動軸と該フロントカバーゲージ駆動軸に対して平行に配置され
たフロントカバーゲージ支持体軸とを備え、フロントカバーゲージは、まとめてフロント
カバーゲージ支持体軸に旋回可能に支承されているものにおいて、
　フロントカバーゲージ支持体（３２）は、スライドジョイント（４９）を備えており、
該スライドジョイント（４９）は、フロントカバーゲージ支持体（３２）用の旋回支承部
（３４）とフロントカバーゲージ支持体軸（５０）との間に配置されていることを特徴と
する、フロントカバーゲージを高さ調節する装置。
【請求項９】
　シートを処理する機械において組合わせ型のフロントカバーゲージを高さ調節する装置
であって、
　フロントカバーゲージ駆動軸と該フロントカバーゲージ駆動軸に対して平行に配置され
たフロントカバーゲージ支持体軸とを備え、フロントカバーゲージは、まとめてフロント
カバーゲージ支持体軸に旋回可能に支承されているものにおいて、
　フロントカバーゲージ支持体（３２）は、スライドジョイント（４９）を備えており、
該スライドジョイント（４９）は、フロントカバーゲージ支持体（３２）用の旋回支承部
（３４）とフロントカバーゲージ（２８）との間に配置されていることを特徴とする、フ
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ロントカバーゲージを高さ調節する装置。
【請求項１０】
　スライドジョイント（４９）は、スピンドルナット伝動装置である、請求項７から９ま
でのいずれか１項記載の装置。
【請求項１１】
　フロントカバーゲージ（２８）を所定の位置合わせ線上に搬送方向もしくは搬送方向と
は逆方向に調節するための調節モータ（４２）が設けられている、請求項１から１０まで
のいずれか１項記載の装置。
【請求項１２】
　請求項１から１１までのいずれか１項記載の装置を備えたシート輪転印刷機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シートを処理する機械において組合わせ型のフロントカバーゲージを高さ調
節する装置であって、フロントカバーゲージ駆動軸とフロントカバーゲージ駆動軸に対し
て平行に配置されたフロントカバーゲージ支持体軸とを備え、フロントカバーゲージは、
まとめてフロントカバーゲージ支持体軸に旋回可能に支承されているものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　シートを処理する機械では、シートの位置合わせ域にフロントゲージが設けられており
、フロントゲージは、シート搬送方向に対して横向きに一列に相互間隔を有して配置され
ていて、フィーダボードと相俟ってギャップを形成し、ギャップに、シートの前縁が導入
可能である。シートを位置合わせして、シートを後続搬送装置により把持すると、直ちに
フロントゲージは、フィーダボードにおける運転位置からシート搬送軌道の外側に位置す
る離間旋回位置へ移動させられる。
【０００３】
　様々な厚さのシートを処理するために、カバーゲージは、高さ調節される。
【０００４】
　既にドイツ連邦共和国特許第４２３９２５４号明細書には、組合わせ型のフロントカバ
ーゲージ用の高さ調節装置が開示されており、フロントカバーゲージ全体が、フロントカ
バーゲージを駆動する駆動軸と共に、高さ調節可能に支承されている。ここでは駆動軸は
、旋回可能に支承されたアームに支承されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ドイツ連邦共和国特許第４２３９２５４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、組合わせ型のフロントカバーゲージを高さ調節する装置を改良して、
駆動軸がフレーム固定式に支承されたものを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題を解決するために本発明の装置では、シートを処理する機械において組合わせ
型のフロントカバーゲージを高さ調節する装置であって、フロントカバーゲージ駆動軸と
該フロントカバーゲージ駆動軸に対して平行に配置されたフロントカバーゲージ支持体軸
とを備え、フロントカバーゲージは、まとめてフロントカバーゲージ支持体軸に旋回可能
に支承されているものにおいて、フロントカバーゲージ支持体軸は、フレーム固定式に支
承されたフロントカバーゲージ駆動軸に対して位置変化可能に配置されており、フロント
カバーゲージ支持体軸は、フロントカバーゲージ駆動軸と接続されたアームに支承されて
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いる。
【０００８】
　この課題を解決するために本発明の別の装置では、シートを処理する機械において組合
わせ型のフロントカバーゲージを高さ調節する装置であって、フロントカバーゲージ駆動
軸と該フロントカバーゲージ駆動軸に対して平行に配置されたフロントカバーゲージ支持
体軸とを備え、フロントカバーゲージは、まとめてフロントカバーゲージ支持体軸に旋回
可能に支承されているものにおいて、フロントカバーゲージ支持体は、スライドジョイン
トを備えており、該スライドジョイントは、フロントカバーゲージ支持体用の旋回支承部
とフロントカバーゲージ支持体軸との間に配置されている。
【０００９】
　この課題を解決するために本発明のさらに別の装置では、シートを処理する機械におい
て組合わせ型のフロントカバーゲージを高さ調節する装置であって、フロントカバーゲー
ジ駆動軸と該フロントカバーゲージ駆動軸に対して平行に配置されたフロントカバーゲー
ジ支持体軸とを備え、フロントカバーゲージは、まとめてフロントカバーゲージ支持体軸
に旋回可能に支承されているものにおいて、フロントカバーゲージ支持体は、スライドジ
ョイントを備えており、該スライドジョイントは、フロントカバーゲージ支持体用の旋回
支承部とフロントカバーゲージとの間に配置されている。
【００１０】
　好適には、フロントカバーゲージ支持体軸は、２腕式のアームによって、フロントカバ
ーゲージ駆動軸と接続されたアームに支承されていて、かつ位置変化可能なストッパに弾
性的に押圧可能に配置されている。
【００１１】
　好適には、ストッパは、偏心的に旋回可能に支承されている。
【００１２】
　好適には、フロントカバーゲージ支持体軸は、偏心軸である。
【００１３】
　好適には、偏心軸は、歯車駆動装置によって旋回可能に配置されている。
【００１４】
　好適には、歯車駆動装置に対応して、切換可能な連結部材および調節モータが配置され
ている。
【００１５】
　好適には、アームは、スライドジョイントを備えており、スライドジョイントは、駆動
軸とフロントカバーゲージ支持体軸との間に配置されている。
【００１６】
　好適には、スライドジョイントは、スピンドルナット伝動装置である。
【００１７】
　好適には、フロントカバーゲージを所定の位置合わせ線上に搬送方向もしくは搬送方向
とは逆方向に調節するためのステップモータが設けられている。
【００１８】
　前述の装置を備えたシート輪転印刷機が好適である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の格別な利点によれば、駆動軸の支承部が、フロントカバーゲージを高さ調節す
る際に位置変化しない。特に駆動軸は、カムローラ駆動装置を備えている。このような駆
動装置では、ローラアームの支承部は、フロントカバーゲージ高さを変化する際に制御カ
ムに対して不動に維持される。
【００２０】
　特に有利な構成によれば、フロントカバーゲージ支持体が、偏心的に調節可能に支承さ
れた軸（フロントカバーゲージ支持体軸）によって、駆動軸に対して高さ調節可能に配置
されている。このような構成により、フロントカバーゲージ全体が、駆動軸に対して極め
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て精確に高さ変化可能である。
【００２１】
　好適な構成では、フロントカバーゲージ支持体軸は、２腕式のアームに支承されており
、アームは、駆動軸によって旋回可能なアームに支承されている。所定の押圧ばねが、フ
ロントカバーゲージ支持体軸を、好適にはローラを介して、偏心的に調節可能にアームに
支承されたストッパに押し付ける。
【００２２】
　好適で択一的な構成では、フロントカバーゲージが、枢着式に結合された連結部材によ
って駆動され、少なくとも１つの連結部材は、連結部材を延長するためのスライダジョイ
ントを備えている。延長は、好適にはスピンドルナット伝動装置によって形成することが
できる。
【００２３】
　好適な構成では、調節モータが用いられ、フロントカバーゲージを側方で位置変化する
際に、シート搬送方向もしくはシート搬送方向とは逆方向のフロントカバーゲージの位置
修正が行われ、ひいてはフロントカバーゲージを所定の方向調整線上に位置決めすること
ができる。
【００２４】
　以下に、図面に基づいて本発明の実施の形態を詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】輪転印刷機を断面図で示す。
【図２】駆動軸に対して調節可能に支承されたフロントカバーゲージ支持軸を備えたフロ
ントカバーゲージを示す図である。
【図３】駆動軸に対して偏心的に調節可能に支承された偏心軸を備えたフロントカバーゲ
ージを示す図である。
【図４】駆動軸および偏心軸を示す概略平面図である。
【図５】連結部材用のリニア調節装置を備えた第３の実施の形態を示す図である。
【図６】第４の実施の形態を示す図である。
【図７】第５の実施の形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　シート７を処理する機械、たとえば印刷機１は、フィーダ２と少なくとも１つの印刷部
３，４とデリバリ６とを備えている。シート７は、シートスタック（パイル）８から取り
出されて、個別化されるかまたは刺身状にずれ重なった状態でフィーダボード９を介して
印刷部３，４に供給される。印刷部３，４は、公知の構成で、それぞれ版胴１１を備えて
いる。版胴１１は、それぞれフレキシブルな刷版を取付けるための装置１３，１４を備え
ている。さらに各版胴１１に、半自動または全自動式の刷版交換のための装置１６，１７
が対応して配置されている。
【００２７】
　シートスタック８は、昇降制御可能な紙積台１０に載設されている。シート７の取出し
は、シートスタック８の上面から、いわゆるサッカヘッド１８によって行われ、サッカヘ
ッド１８は、とりわけシート７を個別化してずれ重なりシート流れを形成するための幾つ
かの持上げサッカ１９および送りサッカ２１を備えている。さらに上位のシート層をほぐ
すための吹込装置２２およびスタック後方ガイドのための接触エレメント２３が設けられ
ている。シートスタック８、特にシートスタック８の上位のシート７を揃える、つまり位
置合わせするために、側方および後方の幾つかのストッパ２４が設けられている。
【００２８】
　位置合わせシートを前グリッパ２６により給紙胴２７に引渡すまえに、フィーダボード
９上でシートを位置合わせするために、カバーゲージと組合わせられた前縁ストッパ２８
ならびにサイドストッパ２９が設けられている。フロントカバーゲージ（フロントゲージ
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とカバーゲージとを組み合わせたゲージ）２８は、長手方向、つまりシート搬送方向にシ
ートを位置合わせするために用いられる。カバーゲージは、フィーダボード９と相俟って
ギャップを形成する。カバーゲージは、シートを位置合わせする際にシート前縁が位置合
わせ平面から離間するのを防止する。フロントカバーゲージ２８は、シート搬送方向に対
して横向きに配置された幾つかの、たとえば１６個の個々のシートストッパであり、個々
のシートストッパがまとまってフィーダボード９上の位置合わせ位置から、シート搬送軌
道から外れた位置へ、シートを処理する機械の作業サイクルで周期的に旋回可能に配置さ
れている。
【００２９】
　図２および図３には、組合わせ型のフロントカバーゲージ２８を示す。フロントカバー
ゲージは、フロントゲージ支持体３２の端部に存在する。フロントカバーゲージ支持体３
２は、ほぼ中央で、連結部材３３の第１の端部における旋回支承部３４に支承されている
。支承位置３４を中心とする旋回運動によって、フロントカバーゲージ支持体３２ひいて
はフロントカバーゲージ支持体３２に配置されたフロントカバーゲージ２８は、周期的に
シート搬送軌道の下方に旋回される。
【００３０】
　図２に示す実施の形態では、フロントカバーゲージ支持体３２は、フロントカバーゲー
ジ２８とは反対側に位置する端部で、共通のフロントカバーゲージ支持体軸３５に支承さ
れている。フロントカバーゲージ支持体軸３５は、２腕式のアーム５１の第１の端部に旋
回可能に支承されている。アーム５１自体は、旋回可能にアーム３６に配置されていて、
第２の端部で、押圧ばね５２を備えており、押圧ばね５２のばね力によって、フロントカ
バーゲージ支持体軸３５上に配置された少なくとも１つのローラ５３が、偏心的に調節可
能なストッパ５４に押し付けられる。ストッパ５４は、フロントカバーゲージ２８を高さ
調節するために用いられ、同様にアーム３６に配置されている。
【００３１】
　図３に示す実施の形態では、フロントカバーゲージ２８とは反対側の端部で、フロント
カバーゲージ支持体３２は、偏心的に調節可能な偏心軸３５上に旋回可能にまとめて支承
されており、偏心軸３５は、アーム３６に配置されている。アーム３６は、駆動軸３７に
相対回動不能に（つまり一緒に回動するように）被せ嵌められており、駆動軸３７は、定
位置に配置されたカムローラ伝動装置３０によって、シートを処理する機械の周期で周期
的に旋回式に駆動可能である。
【００３２】
　連結部材３３は、フロントカバーゲージ支持体３２用の旋回支承部３４とは反対側の端
部で、第２のアーム３８と枢着式に結合されており、第２のアーム３８は、フレーム固定
された支承部３９を中心に旋回可能に配置されている。アーム３８の自由端部に、調節モ
ータ４２の調節エレメント４１が作用し、これによりレバー３８は、フレーム固定された
支承部３９を中心に旋回され、したがって旋回支承部３４は、シート搬送方向に、もしく
はシート搬送方向とは逆方向に移動される。このような構成によって、シート搬送方向も
しくはシート搬送方向とは逆方向のカバーフロントゲージ２８の調節を行うことができ、
これによりたとえばフロントカバーゲージ２８によって設定される位置合わせ線の修正ま
たは調節が達成される。
【００３３】
　偏心軸３５を調節するため、ひいてはフロントカバーゲージ２８を高さ調節するために
、偏心軸３５は、歯付セグメント４３を備えており、歯付セグメント４３は、駆動軸３７
に回動可能に配置された調節歯車４４と噛合う。好適な態様では、調節歯車４４は、軸４
６上に配置されており、軸４６は、駆動軸３７の軸端部に回動可能に支承されている。
【００３４】
　切換可能なクラッチ４７が、軸４６と調節モータ４８とを結合する。図示していないセ
ンサが、組合わせ型のフロントカバーゲージ２８の位置を検出して、その位置を、シート
を処理する機械１の制御計算機に送る。対応する信号が、制御計算機から、調節歯車４４
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を回動させるための調節モータ４８にも、旋回支承部３４を摺動させるための調節モータ
４２にも伝達される。
【００３５】
　フロントカバーゲージ２８を高さ調節するために、たとえば比較的厚いシートまたは厚
紙を処理する際に必要であるような、フロントカバーゲージ２８とフィーダボード９との
間で比較的大きなギャップ幅に調節するために、先ずクラッチ４７が切り換えられる（閉
じられる）。したがって調節モータ４８、調節歯車４４ひいては歯付セグメント４３が、
所定の位置だけ回動する。そこで偏心的な支承により、偏心軸３５および偏心軸３５上に
配置されたフロントカバーゲージ支持体３２ならびにフロントカバーゲージ２８が持ち上
げられる。
【００３６】
　その後、クラッチ４７が遮断され、場合によっては調節モータ４２が作動させられ、フ
ロントカバーゲージ２８の位置が修正され、フロントカバーゲージ２８は所望の位置合わ
せ線上に配置される。
【００３７】
　図５に示す第３の実施の形態では、フロントカバーゲージ支持体３２は、フロントカバ
ーゲージ２８用の支承軸５０とフロントカバーゲージ支持体３２用の旋回支承部３４との
間でフロントカバーゲージ支持体３２を延長するためのスライドジョイント４９を備えて
いる。スライドジョイント４９および延長構成要素は、たとえばスピンドルナット伝動装
置であってよい。これにより作動時（たとえば比較的大きなシート厚さに調節する際）に
、駆動軸３７に対するフロントカバーゲージ支持体３２用の旋回支承部３４の間隔が拡大
されるので、フロントカバーゲージ２８が持ち上げられる。
【００３８】
　図６に示す第４の実施の形態では、スライドジョイント４９が、旋回支承部３４とフロ
ントカバーゲージ２８との間に配置されている。このような構成により、フロントカバー
ゲージ支持体３２は、たとえば比較的厚いシートに調節する際に、支承位置３４の上方に
作用するので、フロントカバーゲージ２８とフィーダボード９との間のギャップが拡大さ
れる。
【００３９】
　図７に示す第５の実施の形態では、スライドジョイント４９は、アーム３６の付近で、
フロントカバーゲージ２８用のフロントカバーゲージ支持体軸５０と駆動軸３７との間に
配置されている。
【００４０】
　フロントカバーゲージ支持体３２およびアーム３６の鉛直の配置構造では、スライドエ
レメント４９を用いると、調節モータ４２によるシート搬送方向もしくはシート搬送方向
とは逆方向のフロントカバーゲージ２８の位置修正を省略してもよい。
【符号の説明】
【００４１】
　１　印刷機、　２　フィーダ、　３　印刷部、　４　印刷部、　６　デリバリ、　７　
シート、　８　パイル、　９　フィーダボード、　１０　紙積台、　１１　版胴、　１３
　刷版取付け装置、　１４　刷版取付け装置、　１６　刷版交換装置、　１８　サッカヘ
ッド、　１９　持上げサッカ、　２１　送りサッカ、　２２　吹込装置、　２３　接触エ
レメント、　２４　ストッパ、　２６　前グリッパ、　２７　給紙胴、　２８　フロント
カバーゲージ、　２９　サイドストッパ、　３０　カムローラ伝動装置、　３２　フロン
トカバーゲージ支持体、　３３　連結部材、　３４　旋回支承部（３２）、　３５　偏心
軸（フロントカバーゲージ支持体軸）、　３６　アーム、　３７　フロントカバーゲージ
駆動軸、　３８　第２のアーム、　３９　支承部（３８）、　４１　調節エレメント、　
４２　調節モータ、　４３　歯付セグメント、　４４　調節歯車、　４６　軸（４４）、
　４７　クラッチ、　４８　調節モータ、　４９　スライドエレメント、　５０　フロン
トカバーゲージ支持体軸（３２）、　５１　アーム（２腕式）、　５２　押圧ばね、　５
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